
 

 

 

今　　　　注目の動き 特集 

地
域
W
i
M
A
X
と
は
 

免
許
制
度
 

期
待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
 

  

 

「
W
i
M
A
X
」（W

orld
w
id
e In
terop

erab
ility
 for 

M
icrow

av
e 
A
ccess

）
は
、国
際
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る

無
線
通
信
技
術
の
規
格
の
一
つ
で
あ
る
。そ
の「
W
i
M
A
X
」

を
利
用
し
て
、市
区
町
村
等
の
「
地
域
」
を
単
位
に
、周
波

数
帯
2
5
7
5
〜
2
5
9
5
MHz
の
う
ち
「
地
域
バ
ン
ド
」
と

呼
ば
れ
る
10 
MHz（
図
参
照
）を
使
用
し
て
行
う
無
線
通
信

サ
ー
ビ
ス
が
『
地
域
W
i
M
A
X
』
だ
。
基
地
局
の
ア
ン
テ
ナ

か
ら
の
伝
送
距
離
は
約
10
㎞
、
伝
送
速
度
は
下
り
で
最
大

75
M（
メ
ガ
＝
100
万
）ビ
ッ
ト
／
秒
。
全
国
の
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
ゼ
ロ
地
域
」
の
解
消
や
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

　
同
じ
W
i
M
A
X
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、地
域
バ
ン
ド
に

隣
接
す
る
「
全
国
バ
ン
ド
」の
周
波
数
帯
を
使
用
し
た「
全
国

W
i
M
A
X
」が
あ
る
。こ
の
帯
域
を
使
用
し
て
ウ
ィ
ル
コ
ム
社
が

「
次
世
代
P
H
S
サ
ー
ビ
ス
」
を
、K
D
D
I
グ
ル
ー
プ
の
U
Q
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
が
「
M
o
b
i
l
e
 W
i
M
A
X
 

サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
 

  　
地
域
W
i
M
A
X
事
業
は
免
許
制
に
な
っ
て
お
り
、免
許

に
は
「
予
備
免
許
」
と
「
免
許
」
が
あ
る
。「
予
備
免
許
」

は
無
線
設
備
が
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

の
検
査
を
受
け
る
前
に
交
付
さ
れ
る
免
許
だ
。
 

　
「
予
備
免
許
」
は
現
在
C
A
T
V
事
業
者
な
ど
40
社
を

超
え
る
事
業
者
に
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、予
備
免
許
が
交
付

さ
れ
て
い
る
事
業
者
は
6
か
月
以
内
に
「
落
成
検
査
」
と
い

う
技
術
適
合
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
 

  　
地
域
W
i
M
A
X
は
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備
コ
ス
ト
が
比
較
的

安
く
済
む
こ
と
、無
線
と
い
う
特
性
か
ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
、地
域
を
単
位
と
し
て
付
与
さ
れ
る

免
許
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
を
生
か
し
た
、さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
の
出
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

ら
く
せ
い

 け
ん
さ
 

地域型サービス 
地方都市部 

地域のユビキタス環境の整備 

地域の公共サービスの向上など 

2009年、いよいよWiMAXサービスが開始される。 

地域の情報化やブロードバンドゼロ地域解消の

決め手として期待される「地域WiMAX」。 

その仕組みや期待されるサービス、将来について

解説する。 

地域情報・防災情報の 
提供 

救急車両の運行支援 

児童・高齢者 
見守りサービス 

IPライブカメラ 
ホットスポット 

自治体 

出先機関 

出先機関 

バス停 
災害現場 

CATV

地域 
イントラネット 

学校 

消防署 

 

全国バンド 
30MHz

全国バンド 
30MHz

固定系 
地域バンド 
10MHz

ガ
ー
ド
バ
ン
ド 

ガ
ー
ド
バ
ン
ド 

2545MHz 2625MHz2595MHz2575MHz

地域に密着したさまざまなサービスが可能に 



地
域
W
i
M
A
X
の
課
題
 

地
域
W
i
M
A
X
の
ラ
イ
バ
ル
 

地
域
W
i
M
A
X
の
将
来
 ※
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イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
地
域
W
i
M
A
X
に
は
、ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
普
及
の
障
害
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、全
国
の
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド（
情
報
格
差
）地
域
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、農
作
物
の
盗
難
防
止
セ
ン
サ
ー
や
監

視
カ
メ
ラ
な
ど
の
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、あ
る
い
は
往
診
先
で

病
院
内
の
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、無
線
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、児
童
や
高
齢
者
な
ど
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
各
種
動
態
セ
ン
サ
ー
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
交
通
情
報
、
バ
ス
・
電
車
運
行
情
報
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
配
信
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
利
用
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

  　
一
方
、地
域
W
i
M
A
X
に
は
課
題
も
あ
る
。
第
一
は
コ
ス

ト
の
問
題
だ
。
有
線
イ
ン
フ
ラ
の
場
合
に
比
較
し
て
安
価
と

は
い
え
、基
地
局
の
敷
設
に
は
数
千
万
円
か
ら
数
億
円
以
上

の
費
用
が
か
か
る
。
市
区
町
村
を
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

事
業
と
し
て
成
り
立
つ
か
ど
う
か
、判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
 

　
ま
た
、利
用
端
末
や
周
辺
機
器
が
ま
だ
少
な
い
こ
と
も
課

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
最
大
75
M
ビ
ッ
ト
／
秒
の
高
速

な
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
す
多
様
な
端
末
の
出
現
が
期
待
さ
れ

て
い
る
が
、当
面
は
事
業
者
各
社
が
用
意
す
る
専
用
端
末
を

使
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

　
三
つ
目
の
課
題
は
ロ
ー
ミ
ン
グ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

契
約
外
の
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ロ
ー
ミ
ン
グ
に

は
事
業
者
が
認
証
サ
ー
バ
な
ど
の
設
備
を
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、個
々
の
事
業
者
が
用
意
す
る
に
は
技
術
的
、

コ
ス
ト
的
に
負
担
が
大
き
い
。
複
数
の
地
域
W
i
M
A
X

事
業
者
で
設
備
を
共
有
す
る
案
が
あ
る
が
、ま
だ
具
体
化

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
 

  　
米
国
に
お
い
て
は
、2
0
0
8
年
5
月
に
ク
リ
ア
ワ
イ
ヤ
社

が
ス
プ
リ
ン
ト
・
ネ
ク
ス
テ
ル
社
か
ら
W
i
M
A
X
事
業
を
引

き
継
ぎ
、新
生
ク
リ
ア
ワ
イ
ヤ
と
し
て
2
0
1
0
年
ま
で
に
全

米
規
模
の
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
展
開
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。ク
リ
ア
ワ
イ
ヤ
社
に
は
イ
ン
テ
ル
、グ
ー
グ
ル
、

を
始
め
、大
手
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
の
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
、タ
イ
ム

ワ
ー
ナ
ー
・
ケ
ー
ブ
ル
、ブ
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
な

ど
が
資
本
参
加
、W
i
M
A
X
用
チ
ッ
プ
搭
載
の
推
進
や
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
、携
帯
用
O
S
に
関
す
る
協
力
な

ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

  　
地
域
W
i
M
A
X
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
は
、1
T（
テ
ラ
＝
1

兆
）ビ
ッ
ト
／
秒
も
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が
提
供
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
普
及
が
進
む「
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
」、

全
国
を
カ
バ
ー
す
る「
全
国
W
i
M
A
X
」や「
次
世
代
P
H
S
」、

新
通
信
規
格
L
T
E
で
下
り
最
大
100
M
ビ
ッ
ト
／
秒

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
す
、
現
行
の
第
3
世
代
携
帯
電

話
よ
り
も
さ
ら
に
高
速
・
大
容
量
の
伝
送
を
実
現
し
た

「
3.9
世
代
携
帯
電
話
」
な
ど
が
あ
る
。
 

　
将
来
的
に
は
W
i
M
A
X
自
身
も
100
M
ビ
ッ
ト
／
秒
の
速

度
を
実
現
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
、音
声
通

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
て
全
国
に
展
開
す
る
携

帯
電
話
、全
国
W
i
M
A
X
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、地
域
に

密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
動
画
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

手
軽
に
持
ち
運
び
た
い
ユ
ー
ザ
へ
の
無
線
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
で
き
な
い
環
境
で
の
利
用
な
ど
、地
域

W
i
M
A
X
な
ら
で
は
の
特
徴
を
生
か
し
て
、共
存
を
は
か
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 

  　
地
域
W
i
M
A
X
の
成
功
の
た
め
に
は
、基
地
局
以
外
の

共
通
コ
ス
ト
の
抑
制
、オ
ー
プ
ン
で
地
域
に
密
着
し
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
環
境
の
整
備
、国
際
的
な
標
準
化

や
モ
バ
イ
ル
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
に
伴
う
端
末
・
周
辺
機
器

の
動
向
な
ど
が
鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 

　
地
域
W
i
M
A
X
を
は
じ
め
と
し
た
高
速
無
線
環
境
の

整
備
に
よ
っ
て
、2
0
0
9
年
は
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で

も
、あ
ら
ゆ
る
デ
バ
イ
ス
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
利
用
可
能

に
な
る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
」
に
ま
た
一
歩
近
づ

く
、「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
元
年
」
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。
 

　インターネットの発展により、情報を世界中に公開したり、世界中の情報

を検索したり、個人と個人を接続することは容易にできるようになった。

場所を問わず世界中でメッセージを交換できる電子メールはその代表例

である。加えて、現在のインターネットはその帯域拡大により映像や音声

など多様な情報のやりとりを実現させる技術に進化したと言えよう。では、

インターネットはすべての進化を終えたのかと言うと否である。 

　我が国においてインターネットの普及を牽引してきたWIDEプロジェクト 

の研究者である私は、インターネットの新たな設計キーワードとして「Unwired 

Internet」（物理線から解き放されたインターネット）を提唱したい。

Unwired Internetにおいて主役となるのは、インターネットと同じく「オー

プン志向性の高い技術による技術革新」と地域の情報交換の担い手

としての「地域のためのインターネットの設計」である。これは、「世界中

をつなげる」という、従来のインターネットが重視してきた設計思想とは大

きく異なる。例えば、近所の公園で迷子が発生したとしよう。現在のイン

ターネットは、その情報をWEBで全世界に発信することは可能である。し

かし、一方でこの種の情報は、全世界では無く、ある特定の地域だけに

ピンポイントで見せたい情報である。このような要望をUnwired 

Internetの設計において実現しようと考えている。 

　このUnwired Internetの運用を行いながらの設計・開発できる環境

が、神奈川県藤沢市に集積しつつある。インターネット技術、無線技術、

経営、政策など多様な研究者が集まる慶應義塾大学SFC研究所は

Unwired研究コンソーシアムを設立、産学官・国際連携による研究を推進

する。また、地域WiMAXによる通信サービスを提供する事業会社も

新たに設立される予定だ。なお、この動きにインテックが中核メンバーとし

て参画して頂けることになっている。最後に、このUnwired Internet

の設計研究を推進するインテックに続く多くの皆様の参画を期待したい。 

 

慶應義塾大学環境情報学部教授 
SFC研究所アンワイヤードコンソーシアムリーダー 

中村 修氏  
 

 

（なかむら・おさむ） 

アンワイヤードインターネットの 
開発と運用。 
オープンと地域の融合へ 
 

米
国
に
お
け
る
W
i
M
A
X

※
3

基地局 

中継局 

ラストワンマイルの 
ブロードバンドサービス 

今　　　　注目の動き 特集 

デジタルデバイドの解消 

地域型サービス 
条件不利地域 

地域格差の是正 

 ※  http://www.wide.ad.jp/index-j.html

※ 

※
1

※1 ラストワンマイル問題 ： 収容局から顧客の建物までのアクセス網（ラストワンマイル）の整備には莫大な資金が必要であることからブロードバンドゼロ地域解消が進みにくいこと。 
※2  ローミング（roaming） ： 事業者間提携により契約サービス事業者のサービスエリア外でも同様のサービスを利用することができる仕組み。 
※3 LTE（Long Term Evolution : エルティーイー） ： 2010年ごろからサービス開始が見込まれる携帯電話の高速なデータ通信仕様。現在普及している第3世代携帯電話（3G） 
　　と将来登場する第4世代（4G）との間の技術であることから第3.9世代（3.9G）とも呼ばれる。 
 


